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たがって，b ؁ଠ ` の GA ॲ理による౶
度や果೑ߗ度の্ঢは，品種独特のも
のであると考えられた。

b ๛ਫ ` では，ຬ։ 30 ೔ޙの GA
ॲ理により，Έつ঱が多くൃ生する（ࠤ
間ら 1995）。一方，bٱ ؁ଠ ` では，
ຬ։ 30 ʙ 40 ೔ޙの GA ॲ理による
Έつ঱のൃ生はݟられなかった。した
がって，b ؁ଠ ` への GA ॲ理は，Έ
つ঱をൃ生さͤずख़ظ促進できるٕज़
としてར用できると考えられた。

୩ら（2019）は，bؠ ؁ଠ ` へのຬ
։ 50 ೔ޙのന一重ାのඃାにより，1

果重は減গし，౶度は্ঢすると報告
している。ຊ試験では，ຬ։ 50 ೔ޙ
のඃାに GA ॲ理をซ用することで，
ඃାによる౶度্ঢに加え，GA ॲ理
による収֭ظલ進Խや，果実ංେ促進
効果もಉ時にಘることができた。した
がって，GA ॲ理によりඃାによる果
実重௿下を཈੍できると考えられた。

���·ͱΊ

 ᶃ b ؁ଠ ` の収֭࢝は，ຬ։ޙ 42
೔間のฏۉ気温で༧測できると考えら

れる。ただし，年により༧測ਫ਼度に͹
らつきがあるため，ਫ਼度を高めるには，
収֭༧定೔લの気温も含めた༧測ࣜを
作成する必要がある。

ᶄ b ؁ଠ ` 収֭する際は，収֭ظલ
൒は஍৭ 2 ʙ 2.5 程度，ޙ൒は஍৭ 2
程度を໨҆に収֭することで，౶度と
シϟリ感を確อできる。

ᶅ b ؁ଠ ` への GA ϖーストॲ理に
より，収֭ظをૣめることができ，࡛
ग़ՙも可能となる。ॲ理؛では൴ݝۄ
による果೑ো害のൃ生はݟられない。
GA ϖーストॲ理とຬ։ 50 ೔ޙのඃ
ାをซ用することで，収֭ظをૣめ，
౶度を্ঢさͤるとともに，ඃାによ
る果実重௿下を๷͙ことができる。

Ҿ༻จݙ
୩ষ生ら 2019. χϗンナシ ؠ 2 品種におい

てന一重ାの使用が果実品質にٴ΅す影響
のࠩҟ . Ԃܳ学研究 18 	2
, 323.

ֿ ඌ一࿠ら 1981. χϗンナシ b ๛ਫ ` の収֭
に適したख़度とΧラーνϟートをར用した
収֭法について . 果थ試験場報告 	8
, 1-12.

੢ ݩ௚行 1983. χϗンナシのख़ظ促進に関
する研究（ୈ 1 報） ৽ਫに対するジベレリ
ン・ϖーストおよͼΤスレルによる成ख़促
進 . ෋ݝࢁ農ۀ試験場研究報告 13, 63-69.

େ ୩ٛ෉ɹ2007. 気象生態൓応に基づくχϗ
ンナシの収֭ظ，果実ංେ，果実生理ো害
༧測 . ಢ໦ݝ農ۀ試験場研究報告 58, 17-29.

間文༤ら 1995. χϗンナシٱ ࠤ b ๛ਫ ` のΈ
つ঱ൃ生にٴ΅す果実生௕ॳظの高温と
ジベレリンの影響 . Ԃܳ学ձ雑誌 64	2
, 
243-249.

ਿ Ӝढ़඙ら 1995. χϗンナシの果実生育と
気温について . 農ۀ気象 51	3
, 239-244.

高 ੉ีٱら 1982. ジベレリンϖーストとΤ
スレルによるナシ޾ਫのख़ظ促進ٴͼ果実
ංେ効果 . Ѫ஌ݝ農ۀ૯合試験場研究報告 
14, 205-210.

ද -2　b ؁ଠ ` ΁の (A ॲཧ͕ऩ֭ظͱՌ࣮඼࣭にٴ΅͢Ө2016）ڹ ʙ 201�）

始 盛 終

有 9/20 9/26 10/4 665.6 13.8 4.85 4.3

無 9/27 10/1 10/7 577.3 13.2 4.80 4.2

- ＊＊ - ＊＊ ＊＊ ＊ n.s.

有 9/25 9/30 10/5 648.1 13.9 4.86 4.3

無 9/25 10/3 10/9 565.4 13.8 4.90 4.0

- ＊＊ - ＊＊ n.s. ＊＊ ＊＊

有 9/22 9/24 9/27 669.5 14.8 4.69 4.6

無 10/2 10/4 10/10 693.0 13.1 4.73 4.1

- ＊＊ - n.s. ＊＊ n.s. ＊＊

有 9/23 9/24 9/28 591.6 14.9 4.87 -

無 9/28 10/9 10/19 586.3 13.1 4.84 -

- ＊＊ - ＊＊ ＊＊ n.s.

z)t検定で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり
y)一元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり
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�̐ɻʻ⽢ଢʼ΃͹*$ॴཀྵ͗फ֯غͳՎࣰ඾࣯Ͷٶ·ͤӪڻʤ����ʛ����
年 GA処理

収穫期

ද -�　b ؁ଠ ` における (A ॲཧͱඃାॲཧのซ༻͕Ռ࣮඼࣭にٴ΅͢Ө（�201）ڹ

50 9/26 az) 3.9 a 584.1 a 16.1 a 4.84 5.0 a

80 9/26 a 3.4 ab 615.3 a 14.8 b 4.79 4.2 b

50 9/29 b 3.5 ab 442.4 b 15.9 a 4.83 4.6 ab

80 9/30 b  3.2 b 544.3 a 15.0 ab 4.78 4.4 ab

n.s.

4.81

4.80

4.83

4.78

GA処理 n.s.

被袋日 +

交互作用 n.s.

z)

y)

x)

同縦列の異符号間にTukey-HSD検定で5%水準の有意差あり

一元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり

二元配置分散分析で＊は5%，＊＊は1%水準の有意差あり

n.s. n.s.

n.s. n.s.

n.s. ＊＊

被袋80 9/28 3.3 579.8 14.9

＊ ＊＊ ＊＊
二元配置

分散分析x)

＊＊ ＊ ＊＊

n.s. n.s. n.s.

4.5

被袋50 9/27 3.7 513.3 16.0 4.8

GA処理無 9/30 3.3 493.3 15.4

4.3

＊＊ ＊＊ ＊

GA処理有 9/26 3.6 599.7 15.4 4.6

＊＊

無

一元配置分散分析y) ＊＊
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(lb)

有
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-３ ʻ⽢太ʼにおけるGA処理と被袋処理の併⽤が果実品質に及ぼす影響（2019

袋かけ日
(満開後日数)
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ɹ雑૲の໰୊は，単に農ߞ஍や非農ߞ஍だけではなく，ଞに
もՏ઒・クリーク・ބপなどでもݟられている。その中で
ۙ年，໰୊になっている雑૲としてはナΨΤツルϊήイト
΢Alternanthera philoxeroides  	Mart.
 Griseb. とΦΦバナϛζ
キンバイ /XdZLJLD JUDQdLÀRUD  	MiDhY.
 Greuter � Burdet が
ある。中にはਫాにྲྀれࠐΈ，ਫా雑૲とԽしている（ྮా 
2020ɿ中Ҫら 2020）。ຊߘでは，ઍ葉ݝ๺੢部の手լপで
されたΦΦバナϛζキンバイについて঺介する（図࡯؍ -1）。
˙೔ຊでの֬ೝͱ෼෍
ɹΦΦバナϛζキンバイは，中ೆถを原産஍とするアΧバ
ナ科νϣ΢ジタσଐの多年生のਫ生植物である。೔ຊでは
2005 年に࿨Վݝࢁ೔高઒ொで，2007 年にはฌݝݿ加੢市
のཷ஑で生育が確認された。ࡏݱ，ฌݝݿ加੢市，ඐഀބ（࣎
լי，（ݝ઒（ژ౎෎），࿨Վݝࢁ೔高઒ொ，۲ྑ઒（ࣛࣇౡ
などで分（ݝઍ葉）ҹᏞপ・手լপ，（ݝҵ৓）բケӜ，（ݝ
෍が確認されている（ઍ葉2018 ݝɿඕా 2018ɿࣛࣇౡݝɿ
ദ市 2020ɿژ౎෎ɿ中Ҫら 2020ɿ࣎լݝ）。ਫ中から཮্
まで生存が可能で適応性がେである。なお，アΧバナ科νϣ
΢ジタσଐの植物としては，ࡏདྷ種のϛζキンバイ，ਫా雑

૲のνϣ΢ジタ
σ，さらにはۙ
年，特に関౦Ҏ
੢のਫాで໰୊
となっているώ
レタΰϘ΢（ঃ 
2017）がある。
˙ѥ種
ɹΦΦバナϛζ
キンバイは，6 ഒ
体のѥ種ΦΦバ
ナϛζキンバイL. 
grandiflora 	MiDhY.
 
Greuter � Burdet 
ssp. grandiflora と，
10 ഒ 体 の ѥ 種
΢スήΦΦバナ
ϛζキンバイ L. 
grandiflora 	MiDhY.
 
Greuter � Burdet 
ssp. hexapetala が
しられる 	 ඕ  ా
2018, 2020ɿ


ɿ中Ҫら 2020ݝౡࣇࣛ。ฌݝݿと࿨Վݝࢁの集ஂはલ者，࣎
լݝとࣛࣇౡの集ஂはޙ者である。両者のܗ態的な識ผはࠔ
೉である。ஶ者が࡯؍した手լপの集ஂについては，ಉ定を
行っていないため，ここでは両者を合わͤてΦΦバナϛζキ
ンバイとしてѻう。
ଶతಛ௃ܗ˙
ɹ茎の高さは 30Dm から 1m 程度。生׆環境によってු葉ܗ，
நਫܗ，およͼ཮生ܗの 3 生ܗ׆が存ࡏし，ਫลから཮্
にかけて֤生ܗ׆で適応・ൟໜすることで高い৵ུ性を実ݱ
している（ඕా 2018）。葉は௕൸਑ܗからପԁܗで互生し
茎௖部ではઅ間が٧まっている。葉ᡫからの単生の௕いฑの
ઌに，௚ܘ 3Dm 程度の઱ᒵԫ৭のՖを着け（図 -2），種子
ൟ殖も行う（ඕా 2018）。ナΨΤツルϊήイト΢の茎は中
空であるが，ΦΦバナϛζキンバイの茎は中空ではなく਷が
٧まっている。葉のԑや茎にはೈໟが生える。ਫ中では૸ग़
。を੝Μに৳͹すࢬ
˙ಛఆ֎དྷੜ෺
ɹΦΦバナϛζキンバイはɺ葉や茎の੾れ୺からでも࠶生す
る΄どのڻҟ的なൟ殖力を持ち，ਫ面を෴いਚくし，ଞの生
物の生ଉやۀړのো害となるなど，生態系や人の฻らしにେ
きな影響を༩えている（ژ౎෎）。2014 年に「特定外དྷ生物」
に指定され，学ज़研究やڭ育などを໨的として，あらか͡め
ਃ੥してڐ可をऔಘした場合を除き，ࣂ育，อ؅，生きたま
まのҠಈ౳はできない。
˙खլপおよͼपลでのൃੜのݱঢ়
ɹ手լপは，ઍ葉ݝ๺੢部のദ市・զଙ子市・നҪ市・ҹ
੢市にまたがるར根઒ਫ系のބপである。ここでのΦΦバ
ナϛζキンバイの࠷ॳの確認は 2017 年であった 	 ઍ葉ݝ 
2018
。2020 年にஶ者が手լপで行った࡯؍でも，ナΨΤ
ツルϊήイト΢とΦΦバナϛζキンバイの両方がݟられ，場
ॴによってはڝ合している。入り組Μだপの؛ลやϤシ群མ
のपりにҾっかかり，そこを଍場に群མを֦େしている。প
の中だけではなく，Տ઒ෑや༡าಓ࿬など཮஍でもݟられて
いる。։Ֆは，7 ݄中下०が࠷੝ظで，5 ݄中०ࠒから 10
্݄०ࠒまでݟられている。なお，ҹᏞপपลのਫాやਫ࿏
にはナΨΤツルϊήイト΢が৵入し໰୊となっているが（ྮ
ా 2019），ஶ者が࡯؍を行った手լপपลのദ市ށு৽ా・
େҪ৽ా・ຳྠ৽ాのਫా஍ଳでは，ΦΦバナϛζキンバイ
やナΨΤツルϊήイト΢が৵入したਫాは確認できなかっ
た。なお，手լপのఅ๷では，ಉ͡く特定外དྷ生物のアレν
΢リもݟられている。
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図 -1　 खլপに܈ੜ͢るԫ৭ՖのΦΦόφϛζ
ΩϯόΠ

          （2020 ೥ � ݄ 2� ೔ɼઍ༿ݝദࢢ）

 図 -2　ΦΦόφϛζΩϯόΠ
΍༿のೈໟܪ༿෦ɼ（ӈ）ܪԫ৭Ֆͱ（ࠨ）

 　 （2020 ೥ 6 ݄ 2� ೔ɼઍ༿ݝദࢢ）


